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今 » にては、ユダャ人が怖るべき民族であるといふ乙とを知らない人は 
極'めて少いと思ふ0併しユダャ人が果してどんな民族でぁるか其の本体 5: 
しつ か 6 摑 ん で * る 人は 殆どな いと云つても過言ではないであらふ。 

最近の新聞紙にも屢々ョ-ロッパ ^ 於て、ァメ夕ヵ ^ 於て或はァ*シァ1 
於て、 彼等ユ ダ ャ .人が 暗躍して 0る乙とを報じてゐる0 

ユダャ人に就いては、乙れ爻でに可な6多くの文獻が出てゐる0最近に 

なつては特にユダャ人に關する出版が目につくやぅになつたやラである。 

併し我國に於てユダャ禍の問題について論述するやラになつ龙のは特に 
大正年代以降の乙とでぁ6前ョ| 0 ッパ大戰の初期頃からでぁる0仑して 
丨 其の當所にぁつては單に外圃人の所論を模倣した所謂受資的のものでぁつ 
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て 日本人の f ? ので あつた 气 日本の 立場から 見た 確固たる 1 
の If とに 書かれた ものでは なかつ た。 又 それ 程の 關 心を 拂ふ 必要 もなかつ 
たもので ある • 

贫て 大阪每 H 新聞社の 副社長を した こと Q ある 故 i 己 之 次郞 氏の 害い 
た 一 ュダヤ £」 なる 書物は 出版され た當 時は 人々 の 非常な 興味 S いて 
ので あつた。 又 其 sksv 四 王 天 中將が 藤 原 信 孝 U 
ネムで 書 力れ た | 第三 ィンタ— ナ .ショ ナル.」 なる 書物 も 可た r の 興味 b 
る もので あつて、 其の 中には、 ュダヤ人 5 いて クント 突 込んだ 深刻な 論 
述 I して S* 小說 の 方に も ュダヤ人 S デ G して 書いた ものが ある 
が、 外國小 說の醫 としては 谷— 氏の 苦心 「ュダヤ人 ジュス」 な 
4 の— る。 英國 出版の ものと しては 「シォン^^ ける 長老 會 誤の？ 
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頃れ 5 si 中將が 期 1 V 出 f gts るか— 
の蜃に 陳列 S れてゐ f とで— ふ。— 貞ー 先生 も 乙れ まで 度 令 ユダ 
ヤ問 S 3 を 取扱つ i 物を 出して 居ら so 最近の 發行 S る ものと しては 
米國 にて 出 1 たモズ レ-の 「ユダヤ人と 其の—」 1 が ある。 

己 S 特に 注目に 依す る もので 播 めて 詳細に 廣く 深く 調査し 資料を 1 の 
其の sg つた— つて、 な かく 深 1 で あるし又 興味の あ 
る もので あ*。 併し 何 れへ雜該 にして、 C こッ ふしても 又 軍 行 本に 
しても 大部分 S 頭 か’ ら 、ユダ 又はと か •、ユダヤ 民族が と？ S 貪 
書— ベ V 、 をれ から 彼等 活動の 本題に 入つ S る？ あるから、 世間 一 
般の人 令には ユダヤ 問題の 書物 や 記事を 讀 み ^. から 一体 ユダヤ人 とぃ t 
のが 如何なる 民族で あるの か 解つ て& ない？、 クン さぅ かと 云つ た 具合 
に ビンと 米る 何物 もない と 思 ふ* 



白人と 云った 程度の 極めて ぼん や 6 した もので あ. es 、 M : B ッパ 人種 かァ 
ジァ 人種 かの 區別 などは 全然 解っ てゐな いやう である 0 

鷲 5 ^をした白人などと云づた認識のもとに白人を見るならば、其の中に 
は相當多くの粒鼻 5: したも0や、.^れに近い者を發兑するであらラ〇特 |^ 
日本人の 如き 鼻の 低い 者の 目から 見る と 大部分め 白人は 何う も紧鼻 { C 見易 
いもので ある o ft 、 

其の 結果は 直 ぐ、 彼等は ユダャ 人な. 0,との過 0 た斷定をなすこと ^ な6 
勝で ある 0 

又中にはユダ、人とは金持だとか、け*かれた民族”たとかいった窠に漠然 
たる ことし か 知つ て， Q ないやう である 0 

では ユダャ 人とは 如何なる 民族 か 。私は ユダャ 人に っいて 出來る •たけ 分 
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ュダャ民族 1 發群の地 



** て ユダャ A£ と ぃふものはー狀、鏨に震した褽1と ? に、其の地は 

ず？ 群に’ r っ Tf ic BS gf なって 剧なぃゃぅでぁるが、1にはョ':, 
ッバ ^ S /I'? ァジァ Q コ 1 力 シャ？ っと 裝に かた S でぁっ て、 それ ^ 

T *- して コ 1 ヵサ k ulj pla して s Q jaJ t る トルコから シリ ヤ地坑 に 来て、 更“其 
Q Jft * つづきで— 力-ナン ふ、 祕ちバ ミチぶ i に ^* て裝 想した も® だと 術へ’ 

对ー齡にはパビ！ーァ装 '& # 0 たもの 2. §ー ? £ の齡に？ 11 ^ 長| 

る アブラハム！ れられ て バレス チナ; 於に か 恨した ものと^れ S る。 

"&爲に2ふ2§でぁつ1|つて“くぞ|し5るァジ 
了！ a でぁる。 益— ユダャ f E u へば g * A 2 としか ? ! なめので— 



齡 5 __ M 還 

t 。 . 1』— 1 m 3 れ 1 

H nw ff " ^ ^^ 

1 r 



ifi^J<, Lafff 

f ii— レ r— た — f <• 

ゐて f i rl t fl す 『.へ な— 夢て 




として戰び | ? れ， 1 | ? ^ 髮しぅ|のと齡じて§。 

处の段紀55配挪から11ダャパと和ばれたも©ではなく，4抓はイ1<，^1ルと時んで 
ゐた ので ある。 .， 

盤 ^ » 11ァブラハムの ^ ャコブとぃ ^ がぁつた。此3ャコブの 
齡を イス H ルと i ' んでゐ た。 イス h ルと 云 ふのは ユダ r 人の wl たるべ プライ 語に ょ 
る II ^ ををた松」 ^ ふか |* ぁつて* || ^ 術へる呢に良ば「 £ をかた齡 
の後の «* 」といふことになつてゐる。 
そこでヤコブの街餘たるガ族のことを總こイスラへルと云ふのであ ^ 

ヤコブには 十二 ”の4'供があつて、これが十ニ挨に分かれたので 2> .る。そして其0 
內© 一族を. ユダヤ と 呼んだ ので * る。 . . 

12 ic gs 、 ユダャ A£ とも 1 かひ、银 & ィスラ * ^ とも ? が篇は剛-租 § ? 卿 
松に 過ぎない 0 である。 

- 的 的 ユダヤ AZ の 於 ^^る定記と||1ふものはないの ^ あるが*元來はへプライ語 & |0 
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名 「へ ブル」 から f •も？ t と 1 r xs rsf り 」 ±Qf ‘ 
はれて ゐる。1ち 11 >が；|舰錯で，0る|、 |. た4のでぁら‘2 

H ダ ヤ 人の 自 s i & f は S IC アブラハム？- モ ..ゼ あり」.^ ふので b 

る。 聯に も！！ ベた やぅに 擊 & g として の 議は靡 とい ふ S た t の であつ 

}:- c 、 : s ® F して' sy 傲 じ 4 鑑 SE ふ iF る i 唆 

心 S 仰と い t のは 纪黯みない 4- ?もょいので？ • 

がに キリストの 如きは ユダヤの 爵を辨して器は敷はし|.哎黯れたるもの 
H . じた？ ある。 £て 脆に 謙キ 5 スト ®:? なる 8 をた て、， それが 案 こ 

のて反垄 --;8 のために十字架上に雄殺されるととになつたのである。 

かぅ した 歌が あって ^ ュダャ A 2 p ® m 、 っ まり キリスト IK かょに 露な りと 和 
ばれ- TK ト gQf る 5 れてー f ® さ &5 勘 だし f gf 
な 0 たので あ 5 * 



ユダャ 民族の 漂泊 VJ 迫害の 歷史 
ノ‘ . 

ユダャ 齧け- 5 is 千 五— 十祀 に 1や- ジブ ふ爲」 て かっ g - I , 
ルサ レムに 維す S 1 & ゃみ！ I く 1 千 li 不黯' ユダャ i C — - ゼに 2 
ってぎ かを ** っ ^ しぃ1あ“びパレスナナの觀^?來た§ぁる 
， v して ダビデ デ a 磐で 故— っ & s l £ lt 勢 & ぃに あった 1 
た。 斯 ^ になって酱航 ^' 百五十三 ¥£ の鄉、繁のャコプから出た十ニ族の內、 
紀は ィスラ M ル した？ ぁる。 そして 於の 敗 一 fi U ボ ァムと 呼ん 
黯 は シヶムに ^ したので ぁるが， 齡に5てサマリァ ^ った。所 & ー為セ 
二十 ニ 粒に 致つ て マッ シリ ャ？ ルゴン * 及 *びバビ！-'王 0 ために拟られて§1 

纪びてしまつたのでぁる。 CC 
r て ± ^ の机0|0ー1紀杜呢にユダャ類』於し女*か、 »; には輕2? 
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つてし* f §老啤|て三©為 _ 

れ百 三十 ^ '? た s & g #« の畲葙 に 藍 i いれら 
1111 。数は— fl , これ か i ダ 

"r ダャ： < :I: i !? f f ff 靈 f!? r 

& する — f , 备 f£vf i u ._lf , c o u 



つた ©である。 
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ダ •ャ AJ i、 iEf f 、 十 H 



ン む HI? 11 & し' i 九十 f ! 

編： ス？— た！ ニ ぞダ 



こ i K 财てユ ダヤ. 4は灌於、神配 |1 -マ常&、先にドィツ &; びィタ9アに艇ま，0扣 
致った Q である。 中で もト. ル コなどは &1: 等のん断を 3 へ配亂したので乂断漭はホなり 
e fe した。 ィぺ ”ャ爲 Q ユダャ ^ てォヲンダ & って ? た齡たちも对から 
ず 2> つた。 、 

搀し ドィ '7 にぁっては彼《有名なマルチンルーテル！^敢 -14 の4<‘華をなすに ».; ん 
で， ユダャ 以に规 する 賦办が髮に獻似して4て、鄉ヤを断咐に超 »? するゃぅになっ 
た。 

尤も ドィツに 齡て も フ 91 P 9 ツヒ甚 の 時に 一時 蓝放 した， | ■ダ ヤ AI に紀 する！！ か 
を宽やかにしたこと拆あつた。 

髮が|1藍ぎ離でぁる0でィギ*>スはドィッと1}靈にー於はユダャが繫 

•.してかた4の-.齡には «5 等 €> 人牙を把中するのみでな<燃挪さへするに致った，そし 
て！^ に 妒證を辩へ ^» は§祀ゃ£ »{ |4でも|私するゃぅにまで5た。これ 
梁， 群に 致る まで ィ ギリ K & て tn ダャ A2 * か 蒸 t wv する に ? た *! き 敌 
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となつ たので ある •ィギ す スでは首相を ^ め要路 0. 大宫 9 中にユダヤ人が#^して «»1. 
がを 把り E 策の 遂行に 當つ たこと が ある。 ケン ブ 9 ツデ 、オタ スホ 1F ギの f な九- 
*? の 把 窮に i ダャ A£ が ホ&0 »; ^|をがめて，ゐる1る。 

职りロシ丁に松てはァレなンドルニ藍ぴ三把が黯を級したにあ^^ユダ 
ゃゲ銳す5齡，1^奶し4必めず、千‘九百五较0 35 髮职齡斯などに賊ては、ユダ 
ャ /.1 1 ©* €! ^ ¥ 6 & す K ? た。 

かぅした £ は ^ ダャ以&する1对益を紀ぜしめ *« の驚， ^ に炉け |* 

斯 |! 1 | 1 »< をなし*デ1"ビデォン || なる 1 藍を拟けて龄にユダャ断税忠 
を峨梁して起ョ~ロッぺに抵って备の3£ 1!£ 1すろに致ったので*る* 

9 

ュダ ャ國 再建の 運動 



* 1 1了抝 |1 シアに «> つた11ダヤ \£ 嫌は亂に逾べた (1 .>^に 2> るジ 3 ビジォン5| 



齡 8. ぎ で づ k fs 爲し fe s l r つ！ 裝 した- 

f 一 f パ— «« に纪 ぎ ダ— f る 松 f 邾し 鉍 <は葡斯の 
is 4 し 冬 千 八 ?^ 十％ i a Bcf r* シア &i ダ 
ャが 鬅縊中 る に？ た？ふ0謳は $? ぎし5象あたした. 

斛し こん？ とで ユダヤ A £ の 鬆が やまる 群 fit ハ 年に f で オペ 
5ャミィ ン S た テ？ ル ミズ ルミ ダャぎ slu s y て、" ダ じ 
© |1 髮 は黯 して、* ダャ ^ 1 聲として § , ^ の麻 .1: たる1ダャ髮 

g 5 た* ジオ u K ト il & t 千 八 百 旮 fe 、 J *^パ1ゼルに媒1軸ジオい 

ss« を哪 いて g a* 鬆 — して S と 1 rs 。 s s t 
m し办の #l ^ r ?K ii Q ジオ * Ktsff r i ^ 密 G fias ii fTl はれ T-b 衾め に 其の 

鼸 Q 蒙は® で te か 裳— ると？ とで—， 
r 舶 r li &;ダ 1 £ ^ §| 祀を ^ としたも？|が、&的に* 



の 此の 梦 ^: て何把までもキ！ ^ 於 ^ | ? 4へこダャ繫0窮を齡 

くして ^ ひを3!むべきことを '15 职するのでぁる。 

xl ® lt む ^ れて s fe Tcg f 5 挺して * 'f パレス ;- m< wt *? 尚 t *s 
亂 しゃ ぅと一 0ふ髮を義して枉成影を «« 断し ^ ,^ ?' て1ゼする|1ダャ藍 
r 蒙 i で E L . S . たも 0と*|とが阶？ 

それから 何し ^ flfu gf r ls f s かの 剛 m でぁるが’ これは 黯三 a 於 ®? - U い 
ふ ものが* る .貌ー は ス ボ！ ソで t" sli ち齡 ,/5? 系 歡 w . yl r た筑 ieE i 板！^ し 成 
姐ん ならしめ A 2 T を规 SI せし® f と K ょ 2 Ai 议 Q « e s を齡 る •銳 二に？ •ク？ 

丨 レよぅと ずる 0 である , 0&f 

はぎ S に s ぃゃぅ で t が、 誔に if 浐 rs & l ^ ^ f s ^il 

の 間に 吹き a む やぅな ものが 大 故^ めて ゐる*銳三にはセツタスでぁる*た啦 0 
性也方私を 11< 用して梦 * 1 - を$^し .^ 0* |^ 対タラブを於ク ^- *>して！^»|5|^|か^| 
する £* とによつて他見族の敗狀似 %'' はか&んとす 〇 0であ * . 




I, 

_i ll f I 

i — 一 rli ぬ な evr 1 爵 If 5 su l^ 

i る。#— # s を| r パへ マ Jig — 

の KF $ び こそれ—く料の阳でかぼしい於は殆んどユダ—る一, 

ュダャ が1 «2. &が| £ «| へと配ん :^ たこ：^ダ1 
ては 敕 しむべ Hi で** ぎ 翳に とつても ゅる' かせに 如来ない 問題 で i る 



兹で少 b ® 1 ごかへ て’ l sr * ん ^ ふゃぅ に賊 して 立ダャ A £ が 齡 ,1 l 
ぺて見やぅと_思ふ* 

, s にも 述べた： 6|1ダャ人は世|1^酿札を繫あめてぎ證 ^| にょつ 
fe-rl ゃ* r H 41 il して* る ことは 私 で t •術し ユダャ A 2 鬚 
らば，彼等とて »? して射 ^ では 4: いのでぁる* 

彼等0中に金持 <»: 見做し巧る||はさぅ果 111 1 £> る4 0 では »: ^ 对私こ，， 
^ 你んで1|たり蠢|1んで*なぃ ^ 备 1 斯の ^ でぁるパレスチ 
なして &- |る ^ & 歡サ.了ァァ *? ジョルダ“献4 ¥ 
ァ， 亂はか >|>, 1 面でぁる ^ く ^ ^ ? て奶倒して*て 5* »: は 千 
今 S 百屬ぬ t l - . nv 今 ^ ia .;. 4 バ ^ ^ で5:{、1ゥパ 




w ibia 百气 そして r クァに ai 〇 M ャ& '^ 敗？裝して？ 4: 敗 
s ^- s te ', 1 - r l . M s * ^ で S •窣 c ^ l ? ^ ^& l . れ ぱ苜辦 
0 i Kt & o な V ので t がふの 貉 の ユダャ A 2 S 内 に代罃 松 Q ? と f ゅ 
る黯 it I つて錾 な S 箱を I ? 1 が ぁる* 

培 |1 了メ，*に炉けるユダ 11 0雜は对した4?獻にょれば：，ヵ攻财艇 
の A MV ad ダャ WQS a ? する 船と なつて* ると 一 か はれる*, ルボ ット にょればが 衆國 

Q Ht s ; 海 au ; 千— •一-求 -ルと氤|ら «?! ^ ー 1| す条©氍は|1百 

®? トル tig し iS に « くべき！^^ つて t も q で—。 

铤 & 松た る： 1 T ，& r m ^ i ^ s ? f -^ 

4彩は：ぢく！|ダ 1 ? ^ 和に2*られ1いふ？纪ロをた、<3ニ"'ョ~ 
タを ジ ft -m - ク—へ i •んで t との Si で i * f に 於て i ダヤ 人は 疋 
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を牛耳ってゐる 



しかし ^ t m て^ In ダヤ 以が榮でぁると输へてはならない。*"-“ッパでもアジ 










.•，'ぐな . 



一 i 



ァで i ダャ人 H ぃ ー配ぎだ ^ 献 t 2 ? T r r lf * ^ u .~」 r Jg 」 
て》る©である*たとへ人ロが *-» ぇて抑ても土增はぬの1.,で啊しもひろげ，^ない 
ので、^: 路は段 <r と！ ^く & り薄暗くなつて奶路の妒きもォトスト”ャやドィッなど © 
或る用では恰4良路のや >> に1〇くねつて&たも0で 2> る*箱柯4なければ、槪など 
所 もな、®% ょ< 當ら な-い •ひど < llf へば、 ろく^.^^ すら 趣らない 
辛ぅな汚れた唞に|1んでゐる4のが对かつた0で » る* 

f 5 ぅな 5 ? 鏊 I ぐ り繁 に )** ちみち た 黯な_が髮©で！“ 

を 下げて， 物 K おじけた や 1、 |くと％*对は,产て1く斑へてし* 
ひ， 瓜 山 の益 を ゼんでも靈 ^ 形んでしまふ* 勤く詰な慧から髮されてし 
まつて 世間 Q 1 «? 的蜃からは越ざか"ゼ低も 15 截4砂棚すらなぃ^^でぁ气 
互に 人を？^ し f し* 1^を」^^をして， «« つて和を «' いて；^んで，<2含で 
. 2> る。誠にだらしがなく&慘なも©.で 2> る。 £ 4に «^ 年 ||£ 錄 <0 5*-ィゲぁた*-のユダャ 

As r r fe し ^ み 忙じら4た || 1 ^ -|5 1っ大. 5 1 累にが ^ て.も 



れ るかと 戤 れる絮 あ が 棻把 5 たと 缈れ ば fi4t 

參 ^ . 

ン？ ダャ A 2 ?: sf ^ r s ^ feftftQ 
か|らな||*ほん％-汾の相たちあの黯&\來たものか，すっか 
〇||つてゐる0でわる* t 

^0kkifL k - ^ 

か 4 r てし まつた？ t •どんなに s < ]& f «2 t 一れ て も 只* T ヽと f だけで 
命 まし少 られる やぅに つ た， 一 _ ii I 、 
附し だら し q な t r i ? i g ?^ l r f & lr ^ 
る。 紙 かけ かふこと-:—ロるン：！ ド j 

ユダャ ^ &4|ければ £ |.ぎ ^ 為すら& ^ & ^ ^ 
ぁる？.！ 一ぎ か t .。 攀 •きし 1 i — 

あるので 2> る。 



p' r ^ gt & r r r ls r r r ^ rl^g li 

始“み紀$| ? 髮 ^ を赴らせて，2る* «2 2-; !^でぁら.ムと繫は «?: ^ に1® 

T0 -. 0Z0 , s &. 

争 かに か' ^奢於りを夢想して生きてゐる* 

其の « 奥に秘められた40は民 ^ ( 的な *. 01へでぁ*. #?. ^^#へプ,ィ0^^で » 

S •此 Q 脅 Q 抑 K tee て ^ 察 QW>o.a K? ィ K ， ヘル c|Ky ^s^ «c g>' エ * ベが ぁ S 

S みで f * 此 Q 私あ の を！ | び1|£01糊は «« ,:-ぁらふとも|^の紀糊の刮しみ扣 

汾へ？影を 3' ー」|。 |: への罃が|それ& ? ? て繫？ャ；^は 1« 
« く « か忙 ». |<み*凡てを失つて％射に破|のは8} «: 松や 〇 1|1» と揪 〇 繫で » ,0* 
四氣 以上‘ &ぃ删*こ 0 繁を航へて *» て&るのでぁ，0-ユダャ超 |(|? として拟 

14 射が 藍で f K で f s M i ? ぁる？— •髮 は截ぎ 擊 ので 

t f r ipv - hs fff ^ Qfif ^ siu&i 

ぷ 40 tt 

「へブラィの «| 典を除きて《奋等忆 »! する£^もなし1 1_ と， 






これがユダャぎ鬆0麥ゎ各。如_的ユダャバ利にはァメ，ヵ*を叫心として 
繫松 Q 繫 «$ に^^ばして^の赖呢黯に1狂してゐる ^ かないではない.併し 
それ も 的 か 0 «:* 欺 裝か松 «? 船からョし*ッパから次紙に 8< 逐されでぁる*自由主 
納、4 證 &Q 藍に ぁる擊 も 的 ゃ# の辦綠 略を 游 めら れて护 てゐ る。 けれど 
も、これをぬて齡争の城を較視することは » 純に出來 & い，か ^ 自在播 «, 術 * に ^ 妙 
なる齡參 0 ことである*これま 1?- も «}: 等 « 其の把する抵济カにょつてー國の砍洽をん 
祐したことは^?あ 0 たのである*的的ィギ9スをぅごかしアメ9ヵを |^ かしてゐる 
r r ff 1||ダヤ©バツク «> るこ4を見のがす £1 とは ^ して出 3^ ない* 

l r ダャ 以 ^ || &- 把に 0» ざましく对 1«* るぺき4〇でぁるか。それを私はモズ 
V ® N グャ \f とぎ SJ な 1航か|げて撤ョ*"ッパ裝もにおけ 
る 尚！ 8 〇概起さを摇し班截にはつき 0 3*? |いものでは|が必卞ゃ 1 #? るぺ』 
粉に_ #2 し51黯して对ひたいと .\ 0 .? ふも〇で？。 




5 






T ^ 



歐洲 大戦 中に 於け ろ 

一 r 

ユダャ 民族の 活躍 



▲ •^ ヤ人0祖 8 ^. 起の問亂をもぅダ.し|| 0 て把して見るならば， *. はニ千五 ?| ¥? 
此の方 0 C とで ぁり* それ こそ 被 1 r ' ダ ヤ 敗时の喊ょりの起极でぁ气 
处の ? 2 つぃて縱にも4 ^ べて$たけれども，|| 8 5 ぃ娜，繁は阶ぇず51断 
パレスチナ QSS 齡 Q た* に i *< Q 歌 雲 奶に概つて於た？—* 

然し 此 0 ^ 民的紀既基皮0§|歐は先して銳かなことではないので » る。 

何ぅ して 4 

峨 か处 ^ ' } f 附 各. へき l g i tl r べき 一好 塞に て & らな い ^ はかづ炎 
の阶射を得る£とは乱艇と耷は4<-て « ならな匕 ,. • 

そこで ユ ダ ャ ^ 齡に ^ 繫 塞 ^ 於す |と1紹 -^ 攝して* -5 で* 



る。 一が 千 九？ E 艇 ^ に | ? た价のョ-ロッパ籍こそは*奶に财 ^ 觀 ^ 
槪してゐた所のものであつたと云ひぅるのである。 

.! ダャ 以は ? そ聲8の 1 ^ に ? 15 _還 ^ ? ^ で！として釈 «» 

の 5 f を t > げた も 0 であつ た • 

がて^^ョ-ロッパ靈の髮には’^れ齡 ^ ャジ馨したか影ずらぽな 
い節でぁった。 ^ 爵 & 1-° る ^ ©襲0みで套 ^ ^ 1が^?'、それが 
r t 姆に戰 V しい賴 at をな した もので ^ •擧 の 封なる A £ 辦 3 ? 5 特 f s 甘な 
st f た始 5 いては 證 s » 2 考 へで |か*與 ^ 知づ">1ッパ裝と 
ユダャ 碧と % || 【 命 黯な »2 が 4« のぁること1 ¥ て1^ぅと獻ふ* 
f WQ 裝 & るべ t とあ と ？ 齡 Q ことで ぁら ふか ふ？とは歡十 1«:1 

紀か 聯 の ィスラ .'*. ルの 経典に 豫 言して- 0ることで 2> る。 

^ .- h fe r ュダャ s ^ & r s 1 も ^ ^ ; r は 刺る ベ— とを 

逆ぺ で* ^. - 

一汍 



然 名 死 し — ^ r f gt ttr r Kssrr 

I^lrf • 

辞と いふ® は.- 一千 s だ 料：？ if すァ f 
つて— n Qf ゅ L れ •ユダ ャ爵が 爲 にぎれた” 

oc _ u^£^J lii 

面して .? いクへ&|として'、ぁれ專|せ. 



と 見る ととが 阶來 るので ある • 

fe して 齧 - r s し*; s r 千丸季 羁 八 則 w n» a 




而 して ^ トィ ッ 離が所謂寥盡 ^ して黯の靈|した 9° は、 

イ ¥ 事スが 

►< ルサルム—斯した ^ 浐’群はユダヤ斯の轚 ^ ^ 日に筘之で^ 

伽 もョ 1ッパ裝は千1粒十ー «| 十ー 05 に网はれたぺルサ 
ifc& wc no たも Qi して， 5 るが、 か S* •„ツパ私 «: 5ルサル 
ム sf れた 5 松つ たものと ftQ で f 

、れ 1 絞 0髮と於ふな 6-. ば.それ*で、*|ヤ：^ヨ-孓パ运との 

f T も篆繼 I 靈 くて は 

ならない* - 



1¢ て ユダャ 人は g 囲 §增 と 4 j ふべ！ „ ッバ® 0 1 は炉擊 R : 露 

1 1 iseif れ * im l ^ r' fe ai 

期 保した • 



- • ..て | . * 44 レス チナ驚 を嚣 して 盔を£ せん & y 繫 XS T 



:■ ' V ■ . — 



V ... 



として ^ しい粮 »: |した怎で5た* f t 
しかし 擎 Q 謚^! 酸 靈 0 靆て b びっ けるな 於 ば s 齡晰 とい ふ {も？ 即 
黯なも？*った41へ气それ1 ^ としてざ麄中 ^ った>ャ ^ 餿 

ttis K. おびただしい to であつ た。 . ， 
これが 裳なら ば ユダャ At K 齡 す！ 0靈と影は 1 5 炉しいもので*るが此の 

11 s ? : ぃふ容 擊 s . r r v -^ sf ? 5 *; ^ で！ 潔 術 劣 

蹑 でぁら ふと • 5! 8| 0 < 装 と气於 4の故とか ?- たも0に繫&,、 « 备磁 
もす つか 0、 か？ ふて、 ^ ぎ 繫衝 H 概 t ffi * 弊る ことに なった* 

*' し M か德に ムハヶ 狀 & 紙 §1 配した ^ ヤ ** 游の \'- 械として其©比？*任さ 

れ & は靈ユ ダ ^ で S た。 » ; 

ra ッ云受 が 寶と矜 な？ ィギ -スと ドィッと の^^ § の 日が 诞迫し 
て f と、 鬆 ■編 だし“ れてゐ たィず スは髮 を f て; これを S ゃぅ 

, f? JS :^>?ト&。 *" ^ ^ -^|が ^ こ ^ 衫してィギ，ス0利纪 {: 代获してドィツへ紀 




1 た®^ 使 私と しての ザ 使は ♦■ -.*イ！ *-- デーセンとかふユダヤ以で |> 0た* 

价の篇な * 时は紀|黯ぎ歡*|に阶ぎなぃ 」.とドィッ0宰相が对か榮 «: 

奶つ たのは 此の ユダヤ 以に掀してで » 0 た0でぁる* 

また 大 為、 ィギ® . Ka アィ ル 3ドの驗で裝断？&た*そのためにアィル 
ラン‘ ド Q 震を® し ^ Q s t _ nu r r ^ ll ; K ? fe & { t £ 

な 想 # として 選任した のは， サ ー、マツシユウ*ナツサンといふユダヤ以であつた。 

tl « «; Q ィギ” K « ^ は. | 5 て靈&装に {3* かれ、こ机を松？るために 
は絕大な財虹的&避4が髮<!.-*つて.德に||' ±5 獻籍4?ぎ六ヶ奶 

い 比 l$.w 13- <^ w して 全 一く} 足. 31 ： くまでに 裂げ 沙た © tt ， ユダャ のかで tT ィ 
ザック ^ ぁつた。齡は暴になつてィギ攻1<の «1 4 «{: 和ぁる装齡 «| !で*つた 
4 2 ぁる。 £ : こと 5? fe ^ r s &s si r ? iK g 5^ r ^ 
S * * L なる &審をテキパキとやつて1けたのが航 («| 3れょぅ。 

此人は 當 I イギリス 0 ライオンと i t ? 段へ . At fe こ t o b &, し f ■ — n こ、 p 




して 、 M m t ク に犯つたこともある* 

-1 7 XS ^ '?. ィギ， K & KSU xl ^ ii r ^ ^ iulJ yfe r 
し ^. »; あ ^ が ^ ^ —が’それが ^ も趟どュダ ^ でぁつ交とには 
截し 455 かされる* 

またィタ！扣ぁつては阳|| «> 生戰にシグナ~*マルバーノと5ふ1<<ダャんがぁ 
^&对1|1で 2> つた。シド_1—、ゾ>1ノと呼ぶ男供4兄やは*^ダャんで <> つた 0 
である* 

^ のニやのユダャ以はドィッせ办の策射を紀ひ-其の落のすぺてを失がに&そし 
めたために1時ドィ , 7 からは炉 #| に|!惡 3 れた40であつた， 

アメ ，力では 5^で *> つたかと云ふに*丨0ッバ 藍 ？ f 袖 へら 
れた0 »1 . .トル 3 «: 趙《時が4^0^^を扑何にするか «: «»' つた。财ち當時トル 3 帝 
i ¥ lc 35^ されて & た 十 か— sn?£ * i k 戈 & 命 成は 獻產乃 至 费 f 侏 




# す •〇 ため wa . 3： ぅして M Q 袭级益 射で あつ** 

战 除に 當り ^ な ** 进のある仕事を |* されたァメ”*が|^|を 1 した治は，松 
事咏にも衫 «[ 治稅にをても教紋これまでに松纪のなかつたへン9丨、モゥゲン，ッゥと 
r II ダャ A 2 であった 〇 で f •啦 ^ «* 愁とも ? べき40は齡 ?° メ，*のみで 
な 4- 界を§5じて§5^された4©で愈* ^£ 次の m ， 口 ，. ^ 55? 1 >貌，银に ® 
j ^ il K ク " - X アップ w れて •た アメ ** QH »£ « F * S ^ なる セ 1 ゲンッ, と泛ふ »1 は 
寘に时 人な Q である •ア X ,* G 經題 しに 影と なつて* る のみでな^ | g ソとか 

靈 のた* s r st ^ at -' SI g ^ ll sl fe l ^ & si^swlQ 
礙 Q 赶概 となって ゐる • «*- の飛败は航ョ-"ッ.バ装髮 §| ? 藍から ?* も 
其の «& ^ の ^ *か容基に想療出來ょぅと忍ふ。若し^?アメ9カのやつてゐるこ 4 が &« 
SQ lfiw ibAl ^ 權 あ と 11 f ふなら ば ！ g 局アメ => * a- »£ /SI Q 八撤 すると 1 r 
れるユ ダヤ 以| *** の »£ *2 |^にあると>ふべきである* 

'ド ィッ雕 yti * パ A ナ-ド •ボンと 1 r lj ダ n ±* が® つた •啦 as s 5 _b 



ッパ ^ の撕期 ^ 時 « として楚な髮をか.ルでア乂，*へ4 ^ ^ 黯 ^ 
!£: 0た》に|!られたことが » 5- 

ぇド v 7 & ^ s ‘ r l<d fc *n fe f I r lf s i is? i{t f 

か阶し挣た 0 は么くア|サ|バ一*ンな & ー人 0 |<ダヤ \ 2 があ 0 たか 6 で 2 » ると於は 
れ r z > る • 

|2胡ドィッ嫌にあっ.ても 3(1 咐 1 ‘袋脚にあって，4|{|0裂 ^ 能|| & った“ 
s « 1 i ダヤ 人で 占められて ゐ ，たので あつた * それを ょ <袖 へて g .* る ユ 
ダヤ 人の^^の s fc 一廣の 聯嫩 ♦淑のあつたことはを配す !: とは阶來&いので » る* 

m - ロ ッバ靈 B 於の 說 £ って a 藍 est 粗 装 Sju した 雜裘 であっ た， 
4 Q で t が、 厲 Q liT むに っれて 裏に それが M 藍へ と て かった • 

そして路局’ドィツ撕を概ぞしたものはドィツに ^ ったデヤコブ-スチツク办であ 
5. pr :. li r 系 離を 紫した も q はィギ jQ アィデ ック 办 で*? • お紋忙黯纪 
集に 为埤 力を かけた© であつ た r 战こゃ14 ^ も ** ^ ュダ ^ で.姐*4 «| ^ 州 



な W 2 SK & であつ た • 

iev ふ k w - ロ ツバ对 1 は ユダ f Ah - i - '?.! 仏と し-裳 勘と して 粧はれた經撕祀と‘む 
ること％奶來る0である。， 

以 hf 述べた* ->とにょって航古未 ^ 有 4 はれた ^ * 8 ッバ 对 »: に敎 >*{ しく 89 ?し 
て.. ^ をしたユダヤ人の狀私を >« #.- 知ることが阶妒たも©^,拟ふ. 
ilt' Q ^ f s B f ことに ユダヤ 黯 歡へ の _ 邮縱起 AI と 都 へられる q で f 

价くも ^ に |^ ?黯 # したュダャ ^ 货べ？ィュ & て £ 繁 ^ 

かれる ことになると *| ^* に祖5^ «£ 0動 ->:£ 扼截4|なすことにな0た* 

播て 此&赶¥を£ たのは、 ィギ 9 K © „ ダヤ AS l ^ M — して ゐたチ ヤィ 
ムゥ ィズマ ンといふ $ でぁって、 ** の蹇 ^ ふのは对 &. .へる她き三氍？の 
でぁった。 

一、 游來ユ ダヤ H たらしむ る爲め にべ レ スチナへユダヤ人 0 定住を！|めること0 
ニ、べレ黑チナへは 3 百萬乃李五吞萬に茔るまでユダヤ人を板歸せ1むる鑛 # %興.、るこ1* 



• •• •-: 
.i /f ffi ^ ■ 



彐、 パレ》 チナ c lf u # と Lr ィ vf x l : 相 定する こと • C パレ K チナ rl 當罅 トル， ^の轤治卞 
にあつ た) 

s^ . ^ r sa ^u a ^ ls て h ダャ As fe n ly り ィギ ® < K S . 板 影 4 r 

ajtl ： を！!. て 1 ^，されること杧なつたので&る。 

偖て 此の ウィ ズマン 吧士が右の如き姐案 |: なすに致るまでの裏 132 をさぐ 0 て坧ると 
次の如き物語が潜ん妤ゐたてとを免のがすことは阶來ない* 

1 ブー ハ 大骶が 始まって 批そ一 . J-: ヶ月た つと、 4 はや ィギ 9 KK あ って！^ 
ssv- is. K: 使用す る 主要 11 «5? の 1 ^足を紀 .«: するやぅな.ことになつた<-鼓は|;ぅしても|^ 
し & ければな|い東ガ問»で 2> つて，これを斯ま>に歉 *» しておくならぱィギリス 
の！ は 先して 姐れ な S C とで ある。 

1初5 ッ 跶 て も 翳 es l £ •めん S に s l f 窗に Sts して 

ゐた*かぅした危配な時に、ィギ，スに114-五较^5して*た11*ブに晰 |« を|:つて 

r 盤？ ィズ >- ^ ±* :6 ml nftf^t。 



si ち 4^换' として：！ I 名 t 加ら れ て， Q た. 4 は 1 j 時 .把 -«* に «! 对を歡ねて #* ©齡 ^ 獻 
KX . の E ^ in に 用 ふる黯 CA ffli なる 批黯を 藍し てんた ので *5が、歡はこれ 
t 繫に阶 して ゐ此 * ^ k ti f s 2 s ; «5 s . ffli ^ ii &: 4& f 2 

であ * • 

照が 起 には S それと 靈 *:; じ咖れな & 把がっぃてゐた。腿ち ]«; ; の藍 «? 1 の 
衔1たる緊の鬅 & する §| として || い 1 する ^ に、.ハレスチ？ ^ 
私 跡-'^ たる、 ル "から亂把ぜしめニグャ以の^:-^と紀 ^ 七を ^ る齡に齡粗 ^ 別を. 
|つて玟ひたいとの要求をなしたので 2> つた。 

遊に起い霞に值耐してゐたィギリス緊は广ょ—於の繫を取れるのに鬆で 
あった けれども II JC ゥィ ズマン 敗 士の概 截に齡 ぜざ 5を 阶 &いことにな 0 た0であ 
る • . 

かぅした次撕でョ-11ッ. ^ 亂 *|*; に*ゥィズマン »2 ±* との棚に&3れた时|^ょっ 
て髮 S T 5 すると バレス チナ を驗 断たる トル コから梁してィギ*スの髮|1に ®- 



• -•» ( 

“ 部が ベ？ ィユ Q 為 馨 fe て 影され る篆 に* つた OS つ*. 

此 q 一 f ょ？ i ダャ鬆 L r s に バレ？ ナヘ 窮 して。？ 
と| «? 出來ると职 -*;' 

? パレスチナに 1 f す 5 ギ， ス〇繁聲は千丸百ニ十特四 3* ー十四 0 / ィギリ 

K に f サ ン、ブなる »1£ &2れた繁靈の辭螯にょつて ^ づ鍪さ5 

ぁつた。 そして 次* 、千丸百マー十ニ年七 ^ ー十四 0 . スィス歡ジユネ丨プで靈 

S . W た馨置 で c k チ ナ する ィギリス Q ^ l a ' 苎 *? |«? *5 4 も® 急气 
W に 於て 11 # u 中 & &£" する ユ ダ ^ に 掀 して黯 

と t <^すこと «: なり、齡昝 

の 祖 3| », ||©問 ^£ ?6髮される避ぴと*つたのでぁ*。 

すして ユグャ ^ 歡 ^ かに ? 率鬆？、ゃ？ ** めて靠鋈0? 

亿起ち せる ? 2 44 ^|?み 1»* した。 

rK l : IH ， ^ * l …ッ .if itf し 



1中は[，.<0髮配からユダャ ^ は || 4して器された*〇スチナのか 
に霖して |- *.0|<チナ！，！は|;器 2* .1ダャ靈2|た*に8な ^ が&ぎか 
まれ S 路は辦 し ^ かれ！！® は想んに數觀され’ ^ ^ ぎ签に賦かれるやぅに 
なつた。 

て # も @* , |93 され、 4 學も建てられ市歡 41 次貌に |^ 挺を延するに致った。咐しこれ * 
で QH ダャ A2 g« 別 Q み SPQSIM す？ とは 製なかった • 

やがて ra ッ .< ^ 祝に ^ 黯が g る ことに なった .一中 は I ，.《 m Ht t 
ユダヤ人に 5 *£ して ^ |1 を «: |3 してゐたがヒ，ト， — がトィ， o aj fle を jj^ul する や w ィ 
ッ敢 rtc から . ！ ダャ 从 & ^ — とになった - そして概条 ^ いた鍵紀を- ^ く歒 

*をてた，袭、农製 «? 避|ゅ1ぎ菜からユダャが综を蓉し？ 

めた"公 «^ に ^ 5てゐたぁらゆるユダヤ.^を 1&» ひ »1* して.-^った0.でぁる。 

これは 赶 の 装に ぁた？ ユダャ AI にょ？！ 4 め させら れた藍 • 

§ ss で |髮影？ィッ ^ のた？5ル了 ^ ^ 歡|靡：& 
丨 f 



尝 で S •それに asi で？ 形に 黏 ill ま KN V ャ Ai Qi ? 磐す S とは 
拟めてか ? *ると |1* た21で & 邮な越 |1 |92 を辯したのでぁつた* 

特に 今次 0 r n ッパ大 1が勃ずするゃ*撕ぎ於 8| からは执 |^; のこと ** の纪餅 ** 谢 

S 6 ら ュダャ 人は纪 r れる ことに なった • * s r »» ft . < * s ^ K e か v ^ ljj g . 断 

S アメ J l ^ s を！！ 一と-^ ァ VJ 6 於へ ? た？ t •そして アメ ，力は 
d ダヤ A 2 Q « 1 Q K 断たる SLIS ^ する K 致る であら ふ • 

そして 说 々 ュ ダャ A 2 Q « t ? Br が禁 3 する で* らふ. 



ユ ダ ャ 民族の 國家 破壊 

襄 & 較を思ってゐたユ ダヤ A 2; の C でも a シアに ぁる ものが^: か© 恥ょ ¢4 ー截 
ひど 5虐 傲 4 J 3 f » けた，* . Q でぁつ た •千 丸 百 五特 Q as 影對 g . か QB シアに！ {ける* 
ダャ ^ ^ は ^ ^ ^ る «£ ^ £で*った。 £ 敗< |* れたも$ £ 






0 ?. ,-TP - ^ 

爲取勳 とな 0 て紀 はれる 

ことにな つた Q で ぁる。 千旮 ト叫識 ら茜 l fe Q lo に 

，- -a ツベ^^が _ «5 する に g る や ^ « ^^^してゐた、ユダヤの阶 *5 || *^ あ ||? 
は醫 として a *ァ 露に X *- *. がんで ** た Q でぁる， 

1 時" シァ はか擬と裘ょりなつて&た敗でぁゎ霞はひぢぃ胺繁にぁつたので 
彼等は 2 ; *8 ^ &をつけ^<ふゃ龛は卞0前礙でぁつた幻繫_教 ^ をつけた。 
そして. 斑に H 2 1 證と ストラィキを磨した0でぁつた。_に凝 § 2 繫嚮は 
緊す る ^ S の靈が 4 f •か si になつ てし * つた i 黯 SI 5 
ら a rr 靈ビ ラが ばら まかれた。期£に轰 5* 对ぃ奪漱&/、繫を対？ 

し ±ひ也に |± 祀爭 «: «行することが出來&くな0たのでぁる* 

於 & 乎，て，は装ふばにしー、ドィッ> »! 海 ^ -辦び靈から繁を松敗に 



£;| 上なくてはたらない班目に{^つた €. である* 

かぅして本亂 ^ ±5 て |* 粉 ^ ^ £:っべ3器をザ- 8. ?' 4けブッ|5す-、 
S . A 裳 銳を 0(; ?とになり3备には齡にレ-ン1於の和？期 1 繁の 
當 Q 下 & ぃ繫 A 4 っ* 髮 a シアを S 慕 Kst ? しまった Q でぁ 

る • 

レ ，ノ齡こそは盔2ダ ^ でぁ0潑& *| デして鬆を ? たょッキ.. 
も ュダャ Q r 
とは申すまでも & いことである。 

& く Qf 凝-シアは ユダ LOP 、 袅 の繫 する 還 蒙 011 て 

しま ひユ ダヤ 人で ある レ ニン が 先づ a シア 04 f ffi を 繼るこ i lc なつた 0 であつ た。 

これ f <&して&るとユダヤ：^と,でも0は批|^裳と_^!パレスチナ 
Q .1 盗に 狐* ュダャ 断を盎したゎけで|雜それのみで2ぃ> ^ 鬆 **« 
# 先 紫 ^ した 所に tj ユダャ 51 治 餅なる 峨 gK K < 始まで 4 ^ ゼ て* るので* る • 



序！： i 述べて おくが 曾て スペィン Q w -HJl kim 系の フランコ 繫 』 祐し た献 fef 

配 #* kl には 。 . ン了から蠢された驗 ** 轰なる齡が中 »:. 0漱时ぁつ 
た*窗に紀てはフランコ紀の *2 鬆に «* し紙鍵を寶す|とになつた？！ 

が， 赞年 に敢 る內 xu a 發く ユダヤ > 40策 || にょ5も0と毅めることが «- 妒るので 
ある * 内规のある所必ず11ダヤ人 2 > りと！於ふも ^, 言では & いであ & ふ * 

ユダヤ 人， の 危險性 VJ 

吾人の 覺悟 

ユ v ヤ AJ sr とれ* で 他 か 挺に 截寥呢の 起る こと を雲し 5 il して ゐた •そ」 

て それを 繁 の 機银 として 41 r ? s ift'- r - ^ r ゃ ぅ と ? て - c た。 

,し、これ ^ ? |{ダャ ^ »£ する靈のかを斯すことになつた*邮ち ^ 和 #7 . 



£ 

tf • i 

を 6.? 期ヶ-しめることに*つた.批に益のユダヤ髮は術か歡に ^: の艇|いふ 
ことは BQ いくこ t 裕 へて 来た •それが 傾 やら f Q ユダヤ My lft ? 影 f ? 
に 致つ たやぅ で ぁる •券 の I ? ハ® 靈 は ユダヤ A £ にと つての 装で f 好 
!£失 となつ てぁら はれた。.^ は 分から がら r 8ッ.{を »? に影と霞して纪た* 
齡年に越つて築きゼた見益も-いやおぅなしに把聚そねぱならないのでぁ今これは 
把して ユダヤん にと つて 聊 袋で f 節が な 5" 

. 船し これを 以てユ ダヤ h lsi る i K . 足らずと して 被 把し なくて 4 ± いかとかふに獻し 
' さ x •ではな V 平ろょ&ー齡 ^ あ欢を拂ふム要が ^ 今 ^ かかと於ふな&ばかし 
- 人々 がが をゆ るめ て！ 8— くるなら ば,, ダ ヤ 以は釘ぐルの問孩に概じて漱る齡斯 
| o s ^ g や で？ 

如る S 5 ダ ヤ¥繫のゃぅに ^ のデ/、 ? ? て撤ぃて ? 於れども.それは 
d ダ i o r - tii ^ fe y ^ ^ i ^ l AE s ^ .?—。 



•か， 繁 ?; に 一一繫 な叛 を斯ち |; < ^ を嫩 ^ は ^ 9卸に免 ^ ん0§ «? 

に W るべ * 客 0 あることを||れてはならな ^ 

梁 に资 ^ を ? , て. Qi ダ V AE 観は 峨れ tli ii[l & 繫 H : して ゐるか q ゃぅ 
に見ぇる*そして磐に鮮しても5|めて繫0ゃぅに獻じさせながら馨の游を %° く 
ぬも 1 |, 齡を船ふることを窮結てゐる。，1が齡 | 5 繫可 ? ? ぁる* 

ょし ずに親粒な間敗でありな：^棚和か^んの阶級も掙られないと撕ればぎぐ衡 
藍し ト飢 ^ けてしまふ。髮が繫する獻4の事 ? 炉ける阶 ? 1 からか0 
f 沖る ■ Qsi 5; c 黯 Kinn : って ゐる •齡 r ょ ^ 峨 |« 傲を _ 
v - tf . くゃって^! ける® でぁ so r r ^ g 5 を g じ ^ Q まふ f l し ゆる 益 
なので ある • £. れが他 班? KQ 佾 新の 的 • f なる ので ある* 

「 |:か阶値0ある人晒は财卞 »? 装される..*のであ今すこしで4_があつたり甜 
?< £» は して tm に 敷&班じな ければ ならない • 1 11 概 "衝まれるのはか 
" J の 3んさや说用狀"萌 4: ボす ことに《かならない0だ」と ,-1- <つて自負してゐるのがユ 

, Hb I 



ダ VUL / ある • 

以は粉 1 ^ ?ャ 4 2 ぁ衾* ? 宏し '& ? : -«5 ^ わ ^ 辯5った对 
SG s K Mt KI : ちぎて し* った *黯 § 獻 , r ? た 抛は 鬵 祀 ^ 紀 も 

* fe s 4 箱し い IK Q み K&0 たので ぁる • ユ ダャ A? o »f sv l^ aR a ^ ti ^ 

T & I . 龄か ぁらふ * 裝 »* & «*- して&*0馨 *«- 裳 & で目ぼし ^ はだ ^ グー| 

L で <6 sc ^ の *» 戴で招 ^ *った ^ 上ャ ^ £. るガ-デン*プ**ッデを漱った 

m のプ B 1F 、 ウ H1 マン シ ay & s + wlwe iD -i^ A- lr tsI SL r fe Jfe f ry xly 

はユダヤ斌で * る。こん & 於を .( 艰 18 すればユダヤ蘇のものは艇家 ^* 愈 * 

千九百四十 ¥2 九 | £ 0*- へ ^ )叢が錯鬆を妒龄したがふの |; に5?5て.ー 
IS SQS 月ニ十七日に證 ^ は #* & 朦馨で繫|-ー | ? ^ <千 9£ 慰丸千抵 

に ss lr 銳 r p する ことを！ 8|してゐるが、努断は |; との 1| をか船し，靈 1«* 

の 影 によって m i a ツ •八 S IK : の繁紙 r v tt 2 fi ? しやぅ とか ふ 蛾で* ったと 證さ 



れる*そして彼等の毛世瓜に1拉する自已の權11|*を目辦と丄たのでぁるが齡3|は 
ユダャ人にょ 0 て占め&れて&る權纪*1!に «» ならないも0で -*» 0叉それはユダヤ0 
擊に賊 SS した も？ & られ S * 

術 ? 纪祀を ? 5 || ^ ^ 為を钮へて&たィギ，，<?し13 *« 抵益 £ 0 
il r なすこと になった •於 ^ 叢 4 ? L ッ •< 装へ & 1** 1 4益 & んで 

ゐるァズ9ヵ合4圃も概にユダヤの謀粉におどる*1ボットで 2> る* 

MQ ft * 批 2: x 4 繫に t も 0は阶づれも* » ^ も 1 ^ もュダャ ^ 
色松 » ることを見のがすことは出來ない。 

1 1拟和阶0较5|_に寄與する所が九で 2> る*其の«任が|3^にかけられてゐ £ 0で 
*» る* 

かぅ した 立吻 にある 吾人は ユダャ の 私賊&る一策に陷るやぅ&ことがあつてはなら 

な v fr AZ M *o と t ゅる 坑 f ' s^ て 繁な l -'r ^ 'u .M ^ r ^i r it ti 



« 1が一人缺員になつたので*玫 « 日もょくつぶれた*靑木は久し振〇0日囅日 5: 萍外 
に 募 &さ ぅと 王 府并に ある EW ® © 宿舍 ^^て 洋車 を 菜 西 牌樓 «: 經て朝 » 門まで走らせ 
た* 

北京は 樹の® と も云ふぺきで幾本と & くある禅路樹のアヵシャには’もぅ真白ふさい 
■* 花が —— 綺 麗とは云へないが一杯に啶いて居气 

此處ニ 1 ニ 日は 暑氣が 一段と 增 して ゐることは道路のア.スノ了ルトから立つ薄氣にも充分 
«. じ 6 IV たが •もぅす つか® 北京の 夏に 慣れて ゐる彼 に は •それ 程の 暑さに も* じな かつ 
た* 

青木は 朝 Bn で洋 車を 菜て ると 通 州 街道を 八 家莊の 村まで 步いて 行く 事に した •何時 4 
か ら * ぉか北海にでも遊びに行くの -^- *> るが，今日に限つて彼は八家壯材の田舍の空 « を 
龙ふ 存分 後つ て 見る ■免 K なつて 何 Q 费哲 もない 此の 淋しい 村を 栽 策 Q 場所に 選んだ ので ゐ 






. . 



0 た •强 いて云ふ & らぱ道路から 3: ぇる、ぁちら-こちらの烟中に » つてゐる昔の寺 <0 扯を 
句ねて見るつも办だつた** 

北京 琴 か やつ-^ 眼®^ ら曼& くなる 頃に なつて* 靑 木** 本街道 i ら 畑の 中の 
小路に 足を 路み 入れて 所々 に 立つ てゐ る 纛 の 前 や 裏を 通り 拔 けて 穿 流した。 

白 尤理石 Qn 注 や 装® — 何 S - S 5 fe . で - els 寺 si か矣 へと 51 

V 、 

高 棄や唐 もろこしは 埋 Q 商 さ 程に 伸びて •それを 微風が ザヮ つかせて & た* 靑木 には 
こんな 部外 •か 何となく 平和 其 Q も？ やぅに 惑 じられ て 金1 どす つか* 忘れて 只 ぁちら 
こ ちら. とぶらつ いて »' た。 

牛が-て 狭が 土で f 固めた 支那® 特の t 大 I 一 杆 の i の 近くまで 來た 時で t * 
突 S ® から it く教發 sf 5 た •ほんの i R swf る •青木は 右 肩に 
激し Sit 擊 て アツと 云 ふ 間もなく 路傍に ブツ 倒れた。 白い 麻の 背 廣が 念に 赤く^^ 
つて 來た f に 桩は氣 がつ いた。 それまでは 彼は 確かに® ぇて ゐた •併し それから 後は 音 
木 a 只 物 5 ■!»: 音を 夢 か 現の やぅに 耳に したの みで ぁつた • 
申は碾和十ニ壬ハ月昧日の出^*で «> る。 



々ッドの上 . • 

ハ* 

$«*白い洋室のべッドの上で眼を醒した，と云 & ょ04それぱ童雄を取り戾した七 
云つた方が當つてゐる"彼は念に右肩のあたりがズキ-^-と痛むの^* 8 1 : ( た。併し先づ死 
なくなてょかつたなと思つたが、人事！^に陷つたことは|寸だらしがないと思つた0 
«に自分の右肩は»帶でしつか0と卷いて 2> 〇 て 3 >ドホルムらしい || さへしてゐた。 
枕元には ヵットグラス-め 花 炫に 迭花が 挿して ある。 卨い * 棚ら しい 40 V J 1 には モ ー ルで 
迆つた人肜などが鈽つてあつた。 

$ は 自分の 褰か されて ゐる所 •か 何處で 2> るの か 少しも 解ら なかつ た： £,、 W となく 日本 
人の 住む 家の やうに さへ 思へ た* 何^！ れられ て 來たの か •それは 解らない が* もう 三時 
谢や四 時間は 轾 つて fe *5 やうに 思へ た。 \ 

資本の 頭の 中で 《八«莊村での出肇が次か €» 次へと思ひ出 -3 れた。あんな所扣*賊の 
出る 害％ ないし 冀東地 區に は 蒋介石© fi 系 軍人の 一部が 入 0込 んで fc るとは 聞いても ゐた 
V. • 3 
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. 91 

* か、 それ はこ- 一月 や 二月の 摹では ない* 若 i lr 起す となれば* もぅ 4 つくに 起して 居 
なければ ならない * で t> る •今日の 出^ ♦'*柯かの誤としか思は |1 なか 0 た。 

それにしても 歎 金备 f 1 度に SS 5 か— れぱ 一人？ つた 事 s S とは 明白 
でぁる，磙に棠は耳亢に «| 萊ぃ#名の靴蕾ゃ銃 «| 0音さへ ||(| ぃてゐ气 
併し やつと！ ^が思ひ 0 ぃた事 ''« « 近1寸耳にした £ と0ぁる保安 » の中， 10 不良分 7- が 
日本人に對する反軀からゃった事ではなぃかと云ふことでぁった。 



兎比角*先づ自分の身が安全だつたと內心ょろこんだ％の、ー体、今彼は何處に居るの 
か* それを 確め たかつ た。 

『 » 方 か 居られます か J 

||^は少し大き&*で呼ん.で |1 た- . 

1 



と赛 0 方で 答へ* 0と |» もなく|© » 鎳をか^*#{0上品な女性が入って寒ち |1 白 
い 支那 照 Ml つた 二十 ニ* = 25 令嬢 風の 女で » 5,臃 «: は 栽翠 らしい 一 ! «: はめて &た •其 
の鰣間*彼文の切長 & 大粒な眼と高い鼻に*^は何處かで昆た事が 2> るなと思つた* 

併し 何處で 見た のか 音 木には 何ぅ して t 思 ひ 出せなかった。 

彼女は 眘木の べッ P の 保に 寄つ て來 ると • • 

「お氣づきでしたか」 • • 

と！！ ッ n 9 笑つ た。 

r はい f 難ぅ。色 > とお世話樣になります」 

と は 心から® 151 た。 

{■大*な事でしたゎね*黯分傷が痛みますでせぅ。お醫者さんはニ三日は«»に安醪に 
して ゐな くて はと 云つ て歸 られ ました •けれ 1^は大した £ ±はないさぅですから_安 
心なさい。所で資木さん贵方は何時から北京に來て居らつしやる©でずか」 
彼文は資木のことをょく知つてゐるらしいのでぁる。 

#木は只見覺ぇの |!> る父だとい*^ 0 程度なのに被女は靑木でぁる £ と .*: ,飞やんと知 
つ. て 10 ると 兑ぇて 慣*しい應度と好童 |: 示した。 I 



. 六 

其處で«は»いて見た。 

「贵女は誰方でしたか。庚は確か何遒かで*^に押目にか-<つたゃうに思ひますが |_. 
r # I 其後隨分變りま1たから*もうお忘れになつた事で押座いまそう。東京では色 
4( と » 親切にお世括にたりました」 

彼文は東京時代を懍しむゃうに « つた。此の言葉を » いた時靑木は今4で忘れてゐたこ 
とを •やつと 思 ひつ 5 た。 

「さう-^, ぢや贵 文 ば 李 玉 蘭さん でせ う J 

「さう 妾、 玉 蘭です わ。 ょく * ぇて ゐて 下さつ た わね J 

さう云つて彼芄は=ッ 3 9笑つた。 

r あ， の 頃， 贵文 B 分 富が - Mt •でした わね* 挟は 何時 气あ の蠢さ れた贵 女の 蠢 
に 16 心して a た 一人です ト ーマ ス先 生，, 貴女の ことを* 签 めて 居られました • 爱 
ど到痤寄0つけられるも〇ではなか 〇 たね」 

は 世辭で はな^ JWJ 6 思つ て fc たこと^ a K K つた* 
r お 恥し い 位です •東京 時代には 土地 不 _ な 所^ ^ -<*: »*^下さ 0 て、未龙にあの 
頃の事は忘れる事が出¥せん；| 



¥は心から云つた* 

李 玉 蘭 と云ふ0は青太の東京時代に知った中_の明朗な女性龙った*當時靑木は| « 
蓐の學 生だった。 〇 • 

そうして 時々 •三 at » c ある 卜-マス， H ッチ* ブレナンの 親* する！^ 英語 會 に # 話 
の » 習に 通って &た。玉蘭も其出へょく會話の練習に來て*た。萎 *±> セントボール女學 
院の 生徒で 明朗な 瑁智の 勝っ た 女 學 生 / if った。 又 *^英語會0花形で4あった。 

或 日の 事だった •さう だ 四月の 廿 九日 か 三十日で あったかと 思 ふ •はつき 0記»は して 
ゐ&いが青木 .«: 其日に限って誰ょり4|^會の方へ出席した。しばらく乙て @ 段をトン 
/、 と 上っ て來る 者が あった。 それは 李 玉 蘭だった •彼 文は 先着© 資 木を 見る と， 

r グット •イブ！ 一 n グ 、マイ、 デア 、フレンド J * 

と 呼びかけた •音 木 も それに 答へ て、 

「グッド •イブ n ング J 

と云つた。 

靑木は玉蘭を相手に下手な#話を 4 ばしてゐた。併し何時まで待って.居ても他の同 (« 達 
铽來* かった。 日罐 日で もない の*，! 何う した 事 だら う- v 靑木は不思 al K : 思った。彼 tt 玉蘭 

七 






、 一：..' 

て* 

1 .キユ V T K . ナィト j 

と云ふと*桩女 *' 又 '-_ , . 

f キ ユ9ア ス ，ナィト」 

と 答へ た • . 

其 0 € «: や 0 と靑木 |1 自分が、ぅつかりして居 £ 事忙氣が 0 いた*丁度其の日は靖！1# 
«の祭典で « 上に«色*の » 興が 2> ること *: 知つた。其の*こん&日などに龜 »: £ に來る 
,« の羹 面目な 者は 殆どな かつた。 • 

手持不沙汰の靑木は彼女を誘つて外に出た〇無論目的0地は九段だつた， 

九 段には 澤山 0 « « か 0 いてゐて畫のやぅに明るかつた*彼女が李玉蘭であること％實 
tt 其の isre めて 知つ たので ある。 

まさか 彼女が 中 W 人で あらぅな どとは 其の 時まで 令.^ 知らな かつた •全く 玉爾 
tt 中 思 人 ばなれが して. C た •併し， ょし铰 女が 中 «人であらぅと資木 «: 彼女を少し4輕||6 
する 氣 にはなれなかつた*寧ろ|種 <0 尊敬％さへ襍つてゐた位である。彼女の8*!な容姿 
<*: |された日本語や英語の前には流石の資木4_が上らなかつた* 






fr 木 *は九段の夜店を次如ら次へと見て || つてニ時£*|して元の湛を#保町 0 交叉« 4 
で 引き返した。 . * 

此©時以來、音木と玉！*と 0 間に何時とはなしに费しい交際が始*つた。 

わかれ • 

「ね — J 

珍らしく鋒»に » み液つた六月初旬の日曜日だつた。栴甬の^^だと云ふ0に蒸_^3 
は 少しもな かつた • 

玉蘭は#木に寄り添 0 て、武藏野0原 1; 上板橋から大谷ロの方へと步5て&た。靜か& 
埃 0 立たない よい 道だった • r ね j とは云った％ (0 1,しばらく« 0 て》たが思ひ切った 
ゃぅに玉薦は言葉をっ泛けた。 

r 妾は 此 ©春， 女學院 ©方は 卒業した© です が、 日本 0土地のょさに未だに、かぅして 
柬 京に 居 3 J つて ゐる (0 です が、 ■今度 北京の 母から 手紙. か 何う して れと云 ふの 



九 







と 淋しい 笑 期を した。 ( • 

r それは 結構な 事ではありません か、 學成 6業を終へて«へ»ると云ふことは供は貴女 
のために大いに祝福しますわ』 

靑木は一寸淋しいやぅな氣はしたけれども.そんな事を云つた* i 

r ぇ — j 

玉 蘭は 少し 驚いた やぅな 口調に なつて、 

『所が妾は東京で女畢校程度系た《けでは滿足し切れないの。少くとも¥間學校位は 

出て»か&くては何んにもならないと思ふの」 

< Hi ! は &鉬 な氣 持で 玉籣は 云つ た。 併し 彼女が 內心何 を 考 へて 居る のか* それは 秘して 
云は たかつ た。 

1 >千 » 女は 牌 来 > 職 業® 入に で もならぅと云ふのですか^女畢校だけで矣派な‘© 
ぢや な いです か J _ 
と靑木はあたり前のやぅに云つた* 、 . 

「今では中_でも特に北京过大分 « つて來まし汝。*^婦人になる者が§增龙て金& 



i した。 校 稗 度 や 女 ^ 校 稃度の 率 校を 出て 働いて ゐる者も澤 >|| ありますが——そん 
な 人た vtt 私の 眼から 昆れば 輕 蔑した くなります ょ* 何. うせ 皸 業 婦 -4K なるならば 立* 
K 男 f と 伍して 5^るだけの仕事 |: やつて見たいと思ひますの」 

玉籣は、なか/、確泛した葙度で自分の思ふ所を通ぺた。 、 
r 贵女は 偉い， 流石に 大陸から 留學 して 來ただ けあります •併し それ も考へ 毛ので はな 
いでせうか*女には年頃と云ふものがあります-職業嫌人になつて8^のもょ>でせう 
が， それは •さう し 1てはならない境遇の人逮の考へなくてはならないことで*貴女 
に は 其 0 必耍がないでは&いでせうか。 -> しも于、良緣^*て象庭の \ となることの方 
が 幸 顧では *: いでせ うか J 

音 木は 日頃 自分の 持つ て ゐる意 見 & のま 1述 ベた* 

「それはー面、 * 方のおつしやる通りで押座いま亡う'。母の！^11に»れと云ふの4， 
つまり結婚に關係した萆らしいのょ」 

と玉#は何と云つてょいか解ら*いやうな顔をしてしんみ »)- と云つた* 
r ぢやヘ ？ 母さんの お 心 持を 汲んで 一日 も 早く H 、 筠る のが 一 併 い 、 です ね. j . . 
*: 舞 木は 云つ た。 



36- 11 tt もぅ 何 4:' 4 はなかった •只贫 -*.- として 8^海をして道を步ぃた。 « 空には鳶が綸 
を 描いて ゐた 。池*! t まで 來ると 音 木は 玉* と 別れた • 

其の後靑木は玉蘭を 1| つて井/18公 '« に遊んだ0#_川に、ラィプした〇しては日||^ 

逸 •^•併しニ \ の間亿ば凡そ»などと云ふやぅな4のは生じなかつた。只翠なる親しい 
友人としての交際に遢ぎなかつた。 

其の 內に玉 蘭は 何時とは なく 會の 方へ 出席し なくなっ た •歸國した^七それとも未だ 
に 東 f 居る Q か # 本には * &なか つた* 

肯 木 t 學校の 方が 忙 つたので 舍へ出 李 る 閑が なくな 0 た。 半 f «たない内に M 
**の頭 0 中から玉蘭の*が洧ぇてゐた* ノ i 

美しい 友 



其の 翌 * 年で ある •靑 木は iK 奪を 卒業す ると* しばらく 附 •の の 内科に 勘め て 
ゐたが 轺和 **- 1年の |«1 月に世話する人がぁつて火两に#つて北京の1:^_に»務するこ 



とに な 0 たので ある。 

其の 頃は 病院 0方も割に閑だつたので靑木は日 « .日每に名所や舊績を尋ね_つヒ〇北京 
の 町は 平和 だつ た q で資木 a ょい 所へ 來 たも の だと 思つ て に暮 I た • 

併し 今* 彼は かぅ し ^ へッド Q 上に 傷 Q 身を 横へ て f 玉 蘭 Q2 人 連は. ひどく 被 
杧«切だつた*肩に受けた傷もニ = 度の酱者©手當で殆ど*つ '7: しまつた， 
ニ週間も經たない內に彼 *± 室內を步き爾左ことが出來る午ぅになつた0所が玉蘭 0 « (0 
人達 a 外 wtf と嘉 さた かつた。 鱟で 仕方 q ない 身 t 彼は 其 q 達 B か霱に 送つ 
た。 庭 K 4 出て 遊ん 龙。 

高い«瓦塀に圍まれた玉蘭の邱內は8^く、建物なども嫌つかゴテ/、と*つてゐ 

た。 それ H ょ つても 玉 蘭 0 蒙 可な り Q 財 這で* f 桌解 つた •大き 套 Q 木© 所 か 

らは*米人經營のホテルの尾根が昆ぇた*それには靑木も 1. « ぇがあつた*玉蘭の « が朝 
接 門 丹の 赛商胡同広あることがやつと解つた。 . 

勤めの 身で ある 彼は 一日 も 0^病院に » 办たかつた〇友人達も必幸心«してゐるにちが 
ひたいと 思つ た。 

やづ -* 痒木が对院に « ることになつたのは傷を受けてから一ヶ月半以上も纒つてからで 






あ づ た* 其の 申に なつて 育 木は 始めて 蘆## で 日 支！ ^ ? か*突して戰宰にな 0 たこと中、 
郞坊や 1の戰 ひの 事， 或は 通 州 事件な どの あつた こと t 知つ たので «> つた • V 
上浲 tc t ^ 曾 有の 激戰が 展開され てゐる ことを 知った のでぁ今玉釀が何ぅして青木を 
家0外に出さ & か 0 た理由1始めて解つたのである。玉蘭の此の費に射しては何と «! 激 
してょ いの か、 わからな かつた • 

街には秋らしい風が吹いて空は孩り*く蜻れ渡つて&たが*九月近くの北京はまだ/、 
*かつ.た «' 铕にはこれまで見たことのない程の日本»0トラッタが走つてゐた* 

東西！ |樓から王府井へかけての道路には»^|!1しい日本兵 «| 姿を見受けた* 

青木は 夂し* りに.® 鬥 をく** つた。 友人 一 闻は 彼の 無事な 姿 ta て 心から 瘍ん 
で 旲 れた のは 勿論で &る。翌日に《王府井 -0 ホテルに靑木を招持して«のために1夜 |||2 箱 
<9 * を 張っ て吳れ た。 

此の 席で 資本は 思 ひ 切つ て 李 玉 藕 ^ 蠢瓣长として採甩して霣ふこ—切&出して一同 
の承詫を求》た* || 1人としてこれ亿反辑するも0は & か 0 た- . 
親日0玉蘭£»甩することは火痤«設の第一歩でもあるといふ©で大いに»んで吳れ 

_ た。 ，. 、 



料* 料 aw 抑* 



今. 玉 S — Qf ょ— 手と して 同 is ぐ ましい？ を 級け てゐ气 
青 灰と 玉 蘭と は繁な f 云 tQ 法して な 5。 これ だけは 青木 2 ために も 
玉 蘭 のために も# つて® く •只 美しい 魂® 齎した 結果て ある。 

北京に 旅する 人 * ± •日 S 日 あたりに 景山か 中央 公国 か 或は® 薄 山 あたりに 杖を 良く こ 
とが あら ば 必中 長身 0雲い日本人と白哲明阵の中國の女性とが連れだつて歩いて|の 
15 な S 。 それは 5 資 木と 李 SS 二人 5 思 S へ， § 




中て 背 
B r > す 》 c 反 w 、 臁年 
六 特る的 雀 嫌， ら 
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